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研究開発の内容
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◼ In-band full-duplex方式による周波数利用効率の向上

◼自己干渉とその解決

Tx/Rxの休止時間無

同じ周波数チャネル
で同時に通信

同じハードウェア規模で

周波数リソースの利用
効率が２倍に
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干渉
回避

干渉回避

所望波干渉除去

局内干渉・局間干渉の解決には新しい技術が必要
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研究開発の成果①

◼ アレーアンテナ技術を応用したFull-duplexハードウェアの開発
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受信アレーアンテナ送信アレーアンテナ

ベースバンド装置

ダウンコンバータ

アップコンバータ

干渉抑圧回路

周波数利用効率向上効果の実証が可能となる

試作回路
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研究開発の成果②

◼伝送性能評価（Full-duplex伝送の実現）
アレーアンテナを利用し簡易ハードウェアでFull-duplexを実現

4

-20

0

20

40

60

80

100

0 200 400 600 800 1000

S
ig

n
al

 i
n
te

n
si

ty
 [

d
B

]

Subcarrier number

90.37 dB

自己干渉抑圧無

自己干渉抑圧有

アップリンク信号
コンスタレーション

Stream #1 Stream #2

Stream #1 Stream #2

自己干渉電力抑圧効果

90 dB以上の干渉抑圧を実現

送信信号
の強度

抑圧後の
干渉信号
の強度
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研究開発の成果③

◼マルチユーザ性能評価（実環境における評価）

5

基地局(BS)

アンテナ

端末アンテナ
(UT1:送信)

端末アンテナ
(UT2: 受信)
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抑圧有

抑圧無

13 dB

抑圧

ヌル数1個でも端末間干渉電力を13 dB抑圧

*CDF: 累積確率分布
(Cumulative distribution function)

*
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今後の研究開発成果の展開及び
波及効果創出への取り組み

◼アレーアンテナを用いた同時送受信システムの研究開発
で得られた成果

アレーアンテナによる干渉抑圧法を応用することで，In-band 

full-duplexを簡易なハードウェアで実現可能であることを実証

基地局内および端末間の干渉量が明らかになった

◼今後の展開・波及効果創出

上位レイヤ研究者との連携

次世代システム無線通信システムへの適用検討
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